
綾
瀬
川
水
系
浄
化
運

動
委
員
会
が
掲
げ
る
主

な
事
業
は
、
①
同
水
系

（
６
河
川
）
の
水
質
浄
化

の
た
め
神
明
排
水
機
場

と
辰
井
川
排
水
機
場
を

そ
れ
ぞ
れ
浄
水
場
に
建

て
替
え
る
②
災
害
時
や

大
地
震
で
予
想
さ
れ
る

断
水
に
備
え
、
浄
水
場
か

ら
河
川
沿
い
に
引
い
た

配
水
管
に
一
定
間
隔
で

蛇
口
を
設
け
、
災
害
時
に

お
け
る
市
民
の
飲
料
水

を
確
保
す
る
ー
な
ど
。

市
民
運
動
の
盛
り
上

げ
と
し
て
、
現
在
取
り
組

む
活
動
は
①
草
加
市
民

25
万
人
の
１
割
に
あ
た

る
２
万
５
０
０
０
人
の

署
名
集
め
②
市
民
や
企

業
か
ら
の
募
金
ー
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

事
業
の
実
現
の
た
め
に

は
巨
額
の
費
用
と
相
当

な
年
月
が
か
か
る
。
こ
の

た
め
、
国
・
県
・
市
の
理

解
と
予
算
の
裏
付
け
が

欠
か
せ
な
い
（
卯
原
会
長
）
。

発
会
式
で
は
、
綾
瀬
川

の
下
流
～
源
流
（
桶
川
市
）

ま
で
の
実
態
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
さ
れ
た
。
源
流
そ

の
も
の
が
田
ん
ぼ
の
水

の
寄
せ
集
め
で
ご
み
が

プ
カ
プ
カ
浮
く
様
に
場

内
か
ら
驚
き
の
声
が
。
一

方
、
河
川
の
清
掃
団
体
の

活
動
も
紹
介
さ
れ
、
引
き

上
げ
る
粗
大
ご
み
の
多

さ
に
二
度
び
っ
く
り
。
自

転
車
、
冷
蔵
庫
…
等
。

来
場
し
た
主
婦
、
青

木
真
理
子
さ
ん
は
「
卯
原

さ
ん
が
長
年
街
中
で
ゴ

ミ
拾
い
を
し
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ

河
川
浄
化
を
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

石

井

啓

一

議

員

は

「
（
み
な
さ
ん
の
会
は
）

も
う
一
度
、
高
み
を
目
指

し
清
流
を
取
り
戻
す
運

動
と
思
う
。
河
川
行
政
に

は
治
水
と
親
水
が
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
大

き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

草
加
市
民
有

志
が
、
綾
瀬
川

水
系
の
浄
化
運

動
に
取
り
組
み

始
め
た
。
「
昔

シ
ジ
ミ
が
採
れ

た
」
と
い
う
清
流
復
活

を
願
う
市
民
運
動
は
同

市
で
初
。

綾
瀬
川
水
系
浄
化
運

動
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民

の
声
を
紹
介
し
た
い
。

「
岩
手
出
身
で
、
川

は
き
れ
い
な
も
の
と
思
っ

て
い
た
。
埼
玉
の
川
を

初
め
て
見
た
と
き
衝
撃

を
受
け
た
。
川
を
見
る

た
び
に
き
れ
い
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
ご

活
動
に
大
賛
同
。
心
よ

り
応
援
し
ま
す
」
。

市
民
の
反
響
は
大
き

い
が
、
同
会
が
掲
げ
る

事
業
の
実
現
に
法
改
正

や
巨
額
な
予
算
が
欠
か

せ
な
い
。
行
政
側
に
よ

る
早
急
な
検
討
の
着
手

に
期
待
し
た
い
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

（一社） 綾瀬川水系浄化運動委員会

盛 大 に 発 会 式
10月７日（土） 草加市文化会館大ホール

祝
辞
を
述
べ
る
石
井
啓
一
・
元
国
土
交
通
大
臣

過
去
15
年
間
「
日
本
一
汚
い
川
」
と
い
わ
れ
た
綾
瀬
川
の
清
流
を
取
り
戻
そ
う

と
、
市
民
が
立
ち
上
げ
た
一
般
社
団
法
人
「
綾
瀬
川
水
系
浄
化
運
動
委
員
会
」
の

発
会
式
が
10
月
７
日
、
草
加
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
＝
写
真
上
。
運
動

の
提
唱
者
で
会
社
役
員
の
卯
原
義
夫
会
長
が
「
東
京
湾
を
汚
す
不
名
誉
を
、
市
民

と
政
治
家
の
協
力
で
返
上
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
駆
け
付
け
た
元
国
土
交
通
大

臣
で
草
加
市
民
で
も
あ
る
石
井
啓
一
衆
院
議
員
は
本
紙
の
取
材
に
対
し
「
河
川
浄

化
に
市
民
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
非
常
に
評
価
し
て
い
る
。
今
後
、
国
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
積
極
的
に
果
た
し
た
い
」
と
明
言
し
た
。

会ＨＰ

ツ

ワ

ブ

キ

と

蜂
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ぶ

ま
い
に
ち
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草草加加市市住住吉吉11--44--1122--110011
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

11月12日(日)は新聞製作が休みのため

13日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

11月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号12月は

10日(日)

発行予定

（1）

11 11 月月11 22 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

綾瀬川水系浄化運動（４面参照）に対する草加市民の反響（一部）を掲載します （写真は同会ＨＰから）

▽朝、散歩するたびに川の汚さを見て、ため息をついていました。

ホタルの見える川になりますように！

▽綾瀬川のすぐ側に住んでいます。綾瀬川にキレイな水が流れる

事を望んでいます。

▽ホタルの里の合言葉はうれしく思いました。この運動を長い期

間見守りたいと思います。よろしくお願いいたします。

▽草加市が河川からの送水最末端とは知りませんでした。災害時

の断水は困りますね。いざという時は、川の水を汲み濾過器で濾過

して使える様にしておく必要がありますね。まずは運動のご成功よ

ろしくお願いします。

▽毎朝綾瀬川の土手を散歩しています。綾瀬川がきれいになった

ら、いいだろうなと毎日思っていました。実現できるよう頑張って

ください。

▽頑張ってください。草加でホタルを観たい（以上原文のまま）。



22002233年年((令令和和55年年))1111月月1122日日((日日)) とと うう ぶぶ まま いい にに ちち 第第9988号号 平成２７年１０月２０日創刊 （3）

10
月
の
当
欄
で
、
別
府
浜
脇
温
泉
の
祭
り
を
紹

介
し
た
が
、
そ
の
祭
り
に
は
「
見
立
細
工
」
と
い

う
、
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な
展
示
物
が
毎
年
出
品

さ
れ
て
い
た
。
祭
り
見
学
に
行
っ
た
際
、
気
が
付

か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
見
立
細
工
を
長

年
、
守
り
続
け
て
い
る
三
重
野
治
久
さ
ん
（
79
）

を
紹
介
さ
れ
、
詳
し
く
話
を
聞
き
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
会
う
前
に
、
（
竹
細
工
な
ら
分
か
る
が
、

見
立
細
工
と
は
何
だ
ろ
う
？
竹
製
品
の
こ
と
か
な

‥
）
と
ふ
と
思
い
、
我
な
が
ら
貧
困
な
知
識
力
に

自
分
を
嘆
い
て
し
ま
っ
た
。

話
を
聞
け
ば
、
茶
碗
や
湯
飲
み
、
籠
、
皿
な
ど

日
常
の
生
活
用
品
を
使
っ
て
、
主
に
人
形
な
ど
を

作
る
の
が
見
立
て
細
工
だ
と
か
。
起
源
は
わ
か
ら

な
い
が
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
は
浜
脇
温
泉
へ
湯

治
に
来
る
客
を
、
こ
の
見

立
細
工
で
迎
え
て
い
た
そ

う
で
、
言
う
な
れ
ば
お
も

て
な
し
の
一
つ
。

「
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
は

そ
の
昔
、
別
府
で
一
番
の

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
」

と
三
重
野
さ
ん
。
大
正
時

代
に
最
も
栄
え
、
３
０
０

軒
を
超
す
旅
館
や
商
店
、

料
理
屋
、
検
番
（
芸
者
の

取
締
ま
り
や
客
席
へ
の
取

次
ぎ
を
す
る
事
務
所
＝
見

番
）
、
人
力
駐
車
場
な
ど

が
あ
っ
て
、
数
百
人
の
芸

娼
妓
が
昼
夜
の
別
な
く
遊

客
を
呼
ん
で
い
た
そ
う
だ
。

そ
ん
な
賑
や
か
な
花
街
だ
っ
た
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
は
、
昭

和
末
期
に
大
規
模
な
再
開
発
が
計
画
さ
れ
、
旅
館
や
料
理
屋

な
ど
が
次
々
と
整
理
さ
れ
て
、
歓
楽
街
は
徐
々
に
北
へ
北
へ

と
移
り
、
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
前
通
り
に
面
す
る
北
浜
地
区
が
現
在

の
繁
華
街
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
昔
は
別
府

温
泉
郷
を
代
表
す
る
歓
楽
街
は
こ
の
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
だ
っ

た
わ
け
で
、
今
は
も
う
そ
の
面
影
は
な
い
。

別
府
市
は
昔
か
ら
竹
林
が
多
く
、
竹
工
芸
に
適
し
た
孟
宗

竹
が
竹
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
、
竹
細
工
が
伝
統
工
芸
の
地

場
産
業
と
し
て
根
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
竹
で
作
っ
た
籠
や

笊
（
ざ
る
）
な
ど
を
巧
み
に
組
み
上
げ
て
、
花
鳥
風
月
に
似

せ
た
つ
く
り
も
の
を
創
作
し
た
の
が
見
立
細
工
の
始
ま
り
だ

と
か
。
「
当
初
は
“
風
流
見
立
細
工
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
風

流
見
立
細
工
が
盛
ん
に
な
り
、
出
来
栄
え
を
競
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
三
重
野
さ
ん
は
話
す
（
続
く
）
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・1111・・1122

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

見

立

細

工

㊤

見頃を迎えたコスモス畑＝吉川市船渡内で10月３日撮影

花 摘 み 客 で に ぎ わ う
吉川市・船渡内転作組合

江戸川に近い吉川市上内川

のコスモス畑（広さ９２３１

平方㍍）でピンク、赤、紫な

ど色とりどりのコスモスが咲

き、大勢の人が訪れた。

舩渡内転作組合が景観作物

として栽培。今年は春に土お

こし、８月に種をまいた。が、

猛暑続きで雑草が生い茂り、

雑草刈りが大変だったという。

花摘みもＯＫで、見頃は10

月下旬まで。岡田忠篤組合長

（67）は「多くの人が秋を楽

しんでくれました」と話す。

土手に咲き誇る赤、白、黄色の曼珠沙華＝幸手市権現堂公園

９月16日～10月1日 曼珠沙華まつり

幸手市観光協会
幸手市権現堂公園で９月下

旬、堤の斜面に植えられた約

３００万株の曼珠沙華が見頃

を迎え、遠くは都内や神奈川

方面から花見客が訪れた。

管理事務所によると、今年

は猛暑日の影響で開花が例年

より10日ほど遅かったとか。

黄色がまず咲き、続いて赤、

白色と続いたが、10月９日の

豪雨でシーズンを終えた。

来年１月からは水仙、春の

菜の花と桜。さらに梅雨のア

ジサイ、真夏のヒマワリと続

く。四季の変化を楽しめるス

ポットとして、人気上昇中だ。日
常
の
生
活
用
品
で
仕
上
げ
た
「
千
手
観
音
」
。

写
真
・
左
下
は
制
作
者
の
三
重
野
治
久
さ
ん
。
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
を
震
撼
さ
せ
た
「
秩
父
事

件
」
が
勃
発
し
て
１
３
９
年
に
な
る
。

明
治
政
府
に
西
南
戦
争
に
準
ず
る
と
ま

で
言
わ
せ
た
戦
い
だ
っ
た
。
そ
の
一
端

を
感
じ
取
ろ
う
と
盆
地
を
割
っ
て
東
西

に
延
び
る
長
尾
根
丘
陵
に
あ
る
「
音
楽

寺
」
に
向
か
っ
た
。

丘
陵
の
て
っ
ぺ
ん
と
思
わ
れ
る
場
所

に
観
音
堂
前
庭
が
広
が
り
、
梵
鐘
が
見

え
る
。
一
部
の
自
由
党
員
を
含
め
て
蜂

起
し
た
秩
父
困
民
党
の
農
民
ら
数
千
人

が
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）
11
月
１

日
、
旧
吉
田
村
（
現
秩
父
市
下
吉
田
）

の
椋
神
社
に
武
装
蜂
起
し
た
農
民
ら
は

２
日
に
は
小
鹿
坂
峠
を
越
え
て
大
宮
郷

（
現
秩
父
市
）
の
音
楽
寺
に
集
結
。
梵

鐘
が
乱
打
さ
れ
、
農
民
兵
は
山
道
を
一

気
に
下
り
郡
役
所
を
占
拠
し
た
り
高
利

貸
し
の
家
な
ど
を
襲
っ
た
。

政
府
軍
や
警
察
が
出
動
し
て
鎮
圧
に

か
か
っ
た
。
戦
闘
は
秩
父
に
と
ど
ま
ら

ず
長
野
な
ど
他
県
に
も
広
が
り
散
り
散

り
に
な
っ
た
困
民
党
は
蜂
起
か
ら
１
０

日
ほ
ど
で
鎮
圧
さ
れ
た
。

困
民
党
決
起
１
０
０
年
を
記
念
し
た

「
秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
墓
」
が
秩

父
市
街
地
が
見
え
る
観
音
堂
と
梵
鐘
近

く
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
碑
に
は
「
わ

れ
ら
秩
父
困
民
党
、
暴
徒
と
呼
ば
れ
暴

動
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
な
い
」

と
刻
ま
れ
て
い
た
。

秩
父
事
件
・
明
治
政
府
の
デ
フ
レ
政

策
に
よ
る
不
景
気
で
生
糸
相
場
が
急
落
。

養
蚕
農
家
は
生
活
苦
に
。
秩
父
の
農
民

は
困
民
党
を
結
成
、
借
金
の
年
賦
償
却
、

諸
税
の
減
免
な
ど
を
嘆
願
し
た
が
叶
わ

ず
自
由
党
の
田
代
栄
助
を
代
表
に
武
装

蜂
起
し
た
数
千
人
が
高
利
貸
し
や
郡
役

所
な
ど
を
襲
撃
し
た
が
軍
隊
に
よ
り
鎮

圧
さ
れ
た
。
こ
の
蜂
起
で
裁
判
に
か
け

ら
れ
た
の
は
３
６
１
８
人
。
重
罪
は
２

９
６
人
。
田
代
代
表
ら
７
人
が
死
刑
判

決
。
明
治
の
自
由
民
権
運
動
で
も
最
大

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
爆
発
と
い
わ
れ
る
。

事
件
は
長
ら
く
歴
史
の
影
に
あ
っ
た

が
「
自
由
民
権
埼
玉
百
年
集
会
」
（
１

９
８
１
年
10
月
）
で
事
件
の
意
味
を
さ

ら
に
問
い
直
す
機
運
が
高
ま
っ
た
よ
う

だ
。岡

﨑
ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
事
件
2023・11・12

食品工場とＮＰＯを視察

大大野野知知事事 ふふれれああいい訪訪問問

10月18日 松伏町

大
野
元
裕
知
事
が
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」

と
し
て
10
月
18
日
、
松
伏
町
に
あ
る
エ

ス
ビ
ー
ス
パ
イ
ス
工
業
埼
玉
工
場
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
ぐ
い
の
ち
の
輪
バ
イ
タ

ル
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
を
訪
れ
た
。

同
社
は
創
業
者
が
同
町
出
身
の
縁
で

62
年
前
、
工
場
を
稼
働
、
コ
シ
ョ
ウ
、

わ
さ
び
、
か
ら
し
等
を
生
産
。
主
力
の

チ
ュ
ー
ブ
入
り
香
辛
料
は
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
１
６
１
品
目
を
誇
る
。
寺
尾

隆
一
郎
社
長
の
案
内
で
工
場
を
見
学
し

た
知
事
は
「
県
内
の
基
幹
産
業
で
女
性

が
活
躍
す
る
の
に
感
動
し
た
」
と
述
べ

た
。町

立
金
杉
小
に
移
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
救
命
講
習
会
で
４
年
生
28
人
と
一
緒

に
胸
部
圧
迫
の
実
技
を
体
験
し
た
＝
同

左
。
国
内
の
年
間
の
突
然
死
は
、
７
万

人
。
知
事
は
「
子
ど
も
ら
と
体
験
で
き
、

あ
り
が
と
う
。
引
き
続
き
、
児
童
が
自

分
と
社
会
の
命
を
守
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
た
。

エスビースパイス工業埼玉工場で説明を

受ける大野知事（中央）＝同社提供。

秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
墓

とうぶまいにち新聞社賞の作品「何処へ」と小島さん

と
う
ぶ
ま
い
に
ち
新
聞
社
賞

小
島
由
美
子
さ
ん
の
油
彩
画
「
何
処
へ
」

第
51
回

越
谷
美
術
協
会
公
募
展

「
越
谷
美
術
協
会
の
受
賞

は
約
20
年
ぶ
り
。
賞
を
も

ら
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
嬉

し
い
で
す
ね
」

作
品
「
何
処
へ
」
（
１

０
０
号
）
は
、
情
報
が
過

剰
に
多
い
今
を
生
き
る
小

島
さ
ん
が
抱
く
不
安
を
描

い
た
心
象
風
景
だ
。

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
意
味
す

る
耳
元
の
貝
殻
は
過
去
に

た
ど
っ
た
膨
大
な
存
在
＝

経
験
を
象
徴
化
し
た
。
過

去
は
消
え
る
こ
と
は
な
く
、

海
カ
モ
メ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
過
去
か
ら
未
来
に
伝
え

て
い
く
。
が
、
不
安
の
中

に
も
、
見
上
げ
れ
ば
目
線

の
先
に
は
月
が
明
か
る
輝

く
…
。

画
歴
は
子
育
て
を
終
え

て
か
ら
。
越
谷
美
術
協
会

会
長
も
６
年
歴
任
。
「
い

い
作
品
が
揃
え
ば
、
東
京
・

銀
座
で
個
展
を
開
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
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10
月
の
当
欄
で
、
別
府
浜
脇
温
泉
の
祭
り
を
紹

介
し
た
が
、
そ
の
祭
り
に
は
「
見
立
細
工
」
と
い

う
、
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な
展
示
物
が
毎
年
出
品

さ
れ
て
い
た
。
祭
り
見
学
に
行
っ
た
際
、
気
が
付

か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
見
立
細
工
を
長

年
、
守
り
続
け
て
い
る
三
重
野
治
久
さ
ん
（
79
）

を
紹
介
さ
れ
、
詳
し
く
話
を
聞
き
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
会
う
前
に
、
（
竹
細
工
な
ら
分
か
る
が
、

見
立
細
工
と
は
何
だ
ろ
う
？
竹
製
品
の
こ
と
か
な

‥
）
と
ふ
と
思
い
、
我
な
が
ら
貧
困
な
知
識
力
に

自
分
を
嘆
い
て
し
ま
っ
た
。

話
を
聞
け
ば
、
茶
碗
や
湯
飲
み
、
籠
、
皿
な
ど

日
常
の
生
活
用
品
を
使
っ
て
、
主
に
人
形
な
ど
を

作
る
の
が
見
立
て
細
工
だ
と
か
。
起
源
は
わ
か
ら

な
い
が
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
は
浜
脇
温
泉
へ
湯

治
に
来
る
客
を
、
こ
の
見

立
細
工
で
迎
え
て
い
た
そ

う
で
、
言
う
な
れ
ば
お
も

て
な
し
の
一
つ
。

「
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
は

そ
の
昔
、
別
府
で
一
番
の

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
」

と
三
重
野
さ
ん
。
大
正
時

代
に
最
も
栄
え
、
３
０
０

軒
を
超
す
旅
館
や
商
店
、

料
理
屋
、
検
番
（
芸
者
の

取
締
ま
り
や
客
席
へ
の
取

次
ぎ
を
す
る
事
務
所
＝
見

番
）
、
人
力
駐
車
場
な
ど

が
あ
っ
て
、
数
百
人
の
芸

娼
妓
が
昼
夜
の
別
な
く
遊

客
を
呼
ん
で
い
た
そ
う
だ
。

そ
ん
な
賑
や
か
な
花
街
だ
っ
た
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
は
、
昭

和
末
期
に
大
規
模
な
再
開
発
が
計
画
さ
れ
、
旅
館
や
料
理
屋

な
ど
が
次
々
と
整
理
さ
れ
て
、
歓
楽
街
は
徐
々
に
北
へ
北
へ

と
移
り
、
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
前
通
り
に
面
す
る
北
浜
地
区
が
現
在

の
繁
華
街
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
昔
は
別
府

温
泉
郷
を
代
表
す
る
歓
楽
街
は
こ
の
浜
脇
温
泉
エ
リ
ア
だ
っ

た
わ
け
で
、
今
は
も
う
そ
の
面
影
は
な
い
。

別
府
市
は
昔
か
ら
竹
林
が
多
く
、
竹
工
芸
に
適
し
た
孟
宗

竹
が
竹
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
、
竹
細
工
が
伝
統
工
芸
の
地

場
産
業
と
し
て
根
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
竹
で
作
っ
た
籠
や

笊
（
ざ
る
）
な
ど
を
巧
み
に
組
み
上
げ
て
、
花
鳥
風
月
に
似

せ
た
つ
く
り
も
の
を
創
作
し
た
の
が
見
立
細
工
の
始
ま
り
だ

と
か
。
「
当
初
は
“
風
流
見
立
細
工
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
風

流
見
立
細
工
が
盛
ん
に
な
り
、
出
来
栄
え
を
競
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
三
重
野
さ
ん
は
話
す
（
続
く
）
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・1111・・1122

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

見

立

細

工

㊤

見頃を迎えたコスモス畑＝吉川市船渡内で10月３日撮影

花 摘 み 客 で に ぎ わ う
吉川市・船渡内転作組合

江戸川に近い吉川市上内川

のコスモス畑（広さ９２３１

平方㍍）でピンク、赤、紫な

ど色とりどりのコスモスが咲

き、大勢の人が訪れた。

舩渡内転作組合が景観作物

として栽培。今年は春に土お

こし、８月に種をまいた。が、

猛暑続きで雑草が生い茂り、

雑草刈りが大変だったという。

花摘みもＯＫで、見頃は10

月下旬まで。岡田忠篤組合長

（67）は「多くの人が秋を楽

しんでくれました」と話す。

土手に咲き誇る赤、白、黄色の曼珠沙華＝幸手市権現堂公園

９月16日～10月1日 曼珠沙華まつり

幸手市観光協会
幸手市権現堂公園で９月下

旬、堤の斜面に植えられた約

３００万株の曼珠沙華が見頃

を迎え、遠くは都内や神奈川

方面から花見客が訪れた。

管理事務所によると、今年

は猛暑日の影響で開花が例年

より10日ほど遅かったとか。

黄色がまず咲き、続いて赤、

白色と続いたが、10月９日の

豪雨でシーズンを終えた。

来年１月からは水仙、春の

菜の花と桜。さらに梅雨のア

ジサイ、真夏のヒマワリと続

く。四季の変化を楽しめるス

ポットとして、人気上昇中だ。日
常
の
生
活
用
品
で
仕
上
げ
た
「
千
手
観
音
」
。

写
真
・
左
下
は
制
作
者
の
三
重
野
治
久
さ
ん
。
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
を
震
撼
さ
せ
た
「
秩
父
事

件
」
が
勃
発
し
て
１
３
９
年
に
な
る
。

明
治
政
府
に
西
南
戦
争
に
準
ず
る
と
ま

で
言
わ
せ
た
戦
い
だ
っ
た
。
そ
の
一
端

を
感
じ
取
ろ
う
と
盆
地
を
割
っ
て
東
西

に
延
び
る
長
尾
根
丘
陵
に
あ
る
「
音
楽

寺
」
に
向
か
っ
た
。

丘
陵
の
て
っ
ぺ
ん
と
思
わ
れ
る
場
所

に
観
音
堂
前
庭
が
広
が
り
、
梵
鐘
が
見

え
る
。
一
部
の
自
由
党
員
を
含
め
て
蜂

起
し
た
秩
父
困
民
党
の
農
民
ら
数
千
人

が
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）
11
月
１

日
、
旧
吉
田
村
（
現
秩
父
市
下
吉
田
）

の
椋
神
社
に
武
装
蜂
起
し
た
農
民
ら
は

２
日
に
は
小
鹿
坂
峠
を
越
え
て
大
宮
郷

（
現
秩
父
市
）
の
音
楽
寺
に
集
結
。
梵

鐘
が
乱
打
さ
れ
、
農
民
兵
は
山
道
を
一

気
に
下
り
郡
役
所
を
占
拠
し
た
り
高
利

貸
し
の
家
な
ど
を
襲
っ
た
。

政
府
軍
や
警
察
が
出
動
し
て
鎮
圧
に

か
か
っ
た
。
戦
闘
は
秩
父
に
と
ど
ま
ら

ず
長
野
な
ど
他
県
に
も
広
が
り
散
り
散

り
に
な
っ
た
困
民
党
は
蜂
起
か
ら
１
０

日
ほ
ど
で
鎮
圧
さ
れ
た
。

困
民
党
決
起
１
０
０
年
を
記
念
し
た

「
秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
墓
」
が
秩

父
市
街
地
が
見
え
る
観
音
堂
と
梵
鐘
近

く
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
碑
に
は
「
わ

れ
ら
秩
父
困
民
党
、
暴
徒
と
呼
ば
れ
暴

動
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
な
い
」

と
刻
ま
れ
て
い
た
。

秩
父
事
件
・
明
治
政
府
の
デ
フ
レ
政

策
に
よ
る
不
景
気
で
生
糸
相
場
が
急
落
。

養
蚕
農
家
は
生
活
苦
に
。
秩
父
の
農
民

は
困
民
党
を
結
成
、
借
金
の
年
賦
償
却
、

諸
税
の
減
免
な
ど
を
嘆
願
し
た
が
叶
わ

ず
自
由
党
の
田
代
栄
助
を
代
表
に
武
装

蜂
起
し
た
数
千
人
が
高
利
貸
し
や
郡
役

所
な
ど
を
襲
撃
し
た
が
軍
隊
に
よ
り
鎮

圧
さ
れ
た
。
こ
の
蜂
起
で
裁
判
に
か
け

ら
れ
た
の
は
３
６
１
８
人
。
重
罪
は
２

９
６
人
。
田
代
代
表
ら
７
人
が
死
刑
判

決
。
明
治
の
自
由
民
権
運
動
で
も
最
大

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
爆
発
と
い
わ
れ
る
。

事
件
は
長
ら
く
歴
史
の
影
に
あ
っ
た

が
「
自
由
民
権
埼
玉
百
年
集
会
」
（
１

９
８
１
年
10
月
）
で
事
件
の
意
味
を
さ

ら
に
問
い
直
す
機
運
が
高
ま
っ
た
よ
う

だ
。岡

﨑
ひ
ろ
し
（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
事
件
2023・11・12

食品工場とＮＰＯを視察

大大野野知知事事 ふふれれああいい訪訪問問

10月18日 松伏町

大
野
元
裕
知
事
が
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」

と
し
て
10
月
18
日
、
松
伏
町
に
あ
る
エ

ス
ビ
ー
ス
パ
イ
ス
工
業
埼
玉
工
場
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
ぐ
い
の
ち
の
輪
バ
イ
タ

ル
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
を
訪
れ
た
。

同
社
は
創
業
者
が
同
町
出
身
の
縁
で

62
年
前
、
工
場
を
稼
働
、
コ
シ
ョ
ウ
、

わ
さ
び
、
か
ら
し
等
を
生
産
。
主
力
の

チ
ュ
ー
ブ
入
り
香
辛
料
は
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
１
６
１
品
目
を
誇
る
。
寺
尾

隆
一
郎
社
長
の
案
内
で
工
場
を
見
学
し

た
知
事
は
「
県
内
の
基
幹
産
業
で
女
性

が
活
躍
す
る
の
に
感
動
し
た
」
と
述
べ

た
。町

立
金
杉
小
に
移
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ

る
救
命
講
習
会
で
４
年
生
28
人
と
一
緒

に
胸
部
圧
迫
の
実
技
を
体
験
し
た
＝
同

左
。
国
内
の
年
間
の
突
然
死
は
、
７
万

人
。
知
事
は
「
子
ど
も
ら
と
体
験
で
き
、

あ
り
が
と
う
。
引
き
続
き
、
児
童
が
自

分
と
社
会
の
命
を
守
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
た
。

エスビースパイス工業埼玉工場で説明を

受ける大野知事（中央）＝同社提供。

秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
墓

とうぶまいにち新聞社賞の作品「何処へ」と小島さん

と
う
ぶ
ま
い
に
ち
新
聞
社
賞

小
島
由
美
子
さ
ん
の
油
彩
画
「
何
処
へ
」

第
51
回

越
谷
美
術
協
会
公
募
展

「
越
谷
美
術
協
会
の
受
賞

は
約
20
年
ぶ
り
。
賞
を
も

ら
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
嬉

し
い
で
す
ね
」

作
品
「
何
処
へ
」
（
１

０
０
号
）
は
、
情
報
が
過

剰
に
多
い
今
を
生
き
る
小

島
さ
ん
が
抱
く
不
安
を
描

い
た
心
象
風
景
だ
。

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
意
味
す

る
耳
元
の
貝
殻
は
過
去
に

た
ど
っ
た
膨
大
な
存
在
＝

経
験
を
象
徴
化
し
た
。
過

去
は
消
え
る
こ
と
は
な
く
、

海
カ
モ
メ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
過
去
か
ら
未
来
に
伝
え

て
い
く
。
が
、
不
安
の
中

に
も
、
見
上
げ
れ
ば
目
線

の
先
に
は
月
が
明
か
る
輝

く
…
。

画
歴
は
子
育
て
を
終
え

て
か
ら
。
越
谷
美
術
協
会

会
長
も
６
年
歴
任
。
「
い

い
作
品
が
揃
え
ば
、
東
京
・

銀
座
で
個
展
を
開
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。



綾
瀬
川
水
系
浄
化
運

動
委
員
会
が
掲
げ
る
主

な
事
業
は
、
①
同
水
系

（
６
河
川
）
の
水
質
浄
化

の
た
め
神
明
排
水
機
場

と
辰
井
川
排
水
機
場
を

そ
れ
ぞ
れ
浄
水
場
に
建

て
替
え
る
②
災
害
時
や

大
地
震
で
予
想
さ
れ
る

断
水
に
備
え
、
浄
水
場
か

ら
河
川
沿
い
に
引
い
た

配
水
管
に
一
定
間
隔
で

蛇
口
を
設
け
、
災
害
時
に

お
け
る
市
民
の
飲
料
水

を
確
保
す
る
ー
な
ど
。

市
民
運
動
の
盛
り
上

げ
と
し
て
、
現
在
取
り
組

む
活
動
は
①
草
加
市
民

25
万
人
の
１
割
に
あ
た

る
２
万
５
０
０
０
人
の

署
名
集
め
②
市
民
や
企

業
か
ら
の
募
金
ー
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

事
業
の
実
現
の
た
め
に

は
巨
額
の
費
用
と
相
当

な
年
月
が
か
か
る
。
こ
の

た
め
、
国
・
県
・
市
の
理

解
と
予
算
の
裏
付
け
が

欠
か
せ
な
い
（
卯
原
会
長
）
。

発
会
式
で
は
、
綾
瀬
川

の
下
流
～
源
流
（
桶
川
市
）

ま
で
の
実
態
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
さ
れ
た
。
源
流
そ

の
も
の
が
田
ん
ぼ
の
水

の
寄
せ
集
め
で
ご
み
が

プ
カ
プ
カ
浮
く
様
に
場

内
か
ら
驚
き
の
声
が
。
一

方
、
河
川
の
清
掃
団
体
の

活
動
も
紹
介
さ
れ
、
引
き

上
げ
る
粗
大
ご
み
の
多

さ
に
二
度
び
っ
く
り
。
自

転
車
、
冷
蔵
庫
…
等
。

来
場
し
た
主
婦
、
青

木
真
理
子
さ
ん
は
「
卯
原

さ
ん
が
長
年
街
中
で
ゴ

ミ
拾
い
を
し
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ

河
川
浄
化
を
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

石

井

啓

一

議

員

は

「
（
み
な
さ
ん
の
会
は
）

も
う
一
度
、
高
み
を
目
指

し
清
流
を
取
り
戻
す
運

動
と
思
う
。
河
川
行
政
に

は
治
水
と
親
水
が
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
大

き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

草
加
市
民
有

志
が
、
綾
瀬
川

水
系
の
浄
化
運

動
に
取
り
組
み

始
め
た
。
「
昔

シ
ジ
ミ
が
採
れ

た
」
と
い
う
清
流
復
活

を
願
う
市
民
運
動
は
同

市
で
初
。

綾
瀬
川
水
系
浄
化
運

動
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民

の
声
を
紹
介
し
た
い
。

「
岩
手
出
身
で
、
川

は
き
れ
い
な
も
の
と
思
っ

て
い
た
。
埼
玉
の
川
を

初
め
て
見
た
と
き
衝
撃

を
受
け
た
。
川
を
見
る

た
び
に
き
れ
い
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
ご

活
動
に
大
賛
同
。
心
よ

り
応
援
し
ま
す
」
。

市
民
の
反
響
は
大
き

い
が
、
同
会
が
掲
げ
る

事
業
の
実
現
に
法
改
正

や
巨
額
な
予
算
が
欠
か

せ
な
い
。
行
政
側
に
よ

る
早
急
な
検
討
の
着
手

に
期
待
し
た
い
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

（一社） 綾瀬川水系浄化運動委員会

盛 大 に 発 会 式
10月７日（土） 草加市文化会館大ホール

祝
辞
を
述
べ
る
石
井
啓
一
・
元
国
土
交
通
大
臣

過
去
15
年
間
「
日
本
一
汚
い
川
」
と
い
わ
れ
た
綾
瀬
川
の
清
流
を
取
り
戻
そ
う

と
、
市
民
が
立
ち
上
げ
た
一
般
社
団
法
人
「
綾
瀬
川
水
系
浄
化
運
動
委
員
会
」
の

発
会
式
が
10
月
７
日
、
草
加
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
＝
写
真
上
。
運
動

の
提
唱
者
で
会
社
役
員
の
卯
原
義
夫
会
長
が
「
東
京
湾
を
汚
す
不
名
誉
を
、
市
民

と
政
治
家
の
協
力
で
返
上
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
駆
け
付
け
た
元
国
土
交
通
大

臣
で
草
加
市
民
で
も
あ
る
石
井
啓
一
衆
院
議
員
は
本
紙
の
取
材
に
対
し
「
河
川
浄

化
に
市
民
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
非
常
に
評
価
し
て
い
る
。
今
後
、
国
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
積
極
的
に
果
た
し
た
い
」
と
明
言
し
た
。

会ＨＰ

ツ

ワ

ブ

キ

と

蜂
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に
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

11月12日(日)は新聞製作が休みのため

13日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

11月13日のテレビ・ラジオ番組欄は12日の朝刊に掲載します

次号12月は

10日(日)

発行予定

（1）

11 11 月月11 22 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

綾瀬川水系浄化運動（４面参照）に対する草加市民の反響（一部）を掲載します （写真は同会ＨＰから）

▽朝、散歩するたびに川の汚さを見て、ため息をついていました。

ホタルの見える川になりますように！

▽綾瀬川のすぐ側に住んでいます。綾瀬川にキレイな水が流れる

事を望んでいます。

▽ホタルの里の合言葉はうれしく思いました。この運動を長い期

間見守りたいと思います。よろしくお願いいたします。

▽草加市が河川からの送水最末端とは知りませんでした。災害時

の断水は困りますね。いざという時は、川の水を汲み濾過器で濾過

して使える様にしておく必要がありますね。まずは運動のご成功よ

ろしくお願いします。

▽毎朝綾瀬川の土手を散歩しています。綾瀬川がきれいになった

ら、いいだろうなと毎日思っていました。実現できるよう頑張って

ください。

▽頑張ってください。草加でホタルを観たい（以上原文のまま）。


